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Iliyan Iliev先生によるCFAI特別セミナーを実施しました。

令和7年2月5日（水）に、コーネル大学医学部（Cornell University, Weill Cornell Medicine）のIliyan
Iliev博士によるCFAI特別セミナーを実施しました。 Iliev先生は、 20年ほど前に、動物資源化学分野
（現 動物食品機能学分野）で２年間企業からの研究員として、当時大学院生であった下里剛士氏（現
信州大学教授）らと共に、乳酸菌由来オリゴDNAの免疫機能性に関する研究に従事し、インパクトの
ある論文を公表しました（Cellular Microbiology [2005, 2006]） 。 現在は、コーネル大学医学部で研究
室を主宰し、真菌による粘膜免疫や疾患とのかかわりに関するトップレベルの研究を展開しており、
Nature, Cell, Science誌に精力的に公表されています。
本講演では、「Immunity, inflammation and cancer from the prism of gut fungi」をテーマとし、東北大
学に在籍した当時の研究を振り返りながら、炎症性腸疾患 (IBD)や大腸がん発症における真菌の関
係とその分子機構について、 CRISPRシステムやデータサイエンスを駆使して明らかにした研究、さら
にその知見を基盤とした便移植療法への展開に至るまで、最新の研究成果をご講演頂き、多くの質
問が寄せられました。また従来の研究にとらわれず、新たな手法や思考を取り入れ、分野を開拓して
いくことの重要性をメッセージとして述べられました。
講演後は、動物食品機能学分野の教員、大学院生と研究打ち合わせを行いました。２日間の短い
滞在でしたが、CFAIメンバーと共同研究を視野に入れた前向きな意見交換をすることができ、今後の
研究・学生交流が期待されます。
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